
癌のセンシングと磁気応用 

 

本書で取り上げる技術対象 

現在、癌は死因のトップで、早期発見がカギを握ります。本書では癌のセン

シング技術を取り上げました。その中でも、磁気応用に焦点を絞っています。

磁気は MRIとして最新医療には欠かせません。それだけでなく物性としての磁

気がセンサやマーカー、治療や分析材料などに思わぬ広がりを持って使われて

います。癌のセンシングに関連して磁気が利用されるのはどのような場合か、

特許明細書から磁気が利用される場面を紐解き、技術の最先端を探ります。 

本書では 2014年以後の最近の特許出願を調査対象にしました。癌のセンシン

グのどの場面に磁気が使われているか、磁気応用の最先端技術を調査対象とし

て、技術スタッフが明細書をマニュアル査読し、技術的に磁気応用の具体例と

して有益と思われる特許情報だけを抽出いたしました。中には、クレーム発明

の技術的特徴とは異なり、発明の詳細な説明に中で実施例として磁気応用の具

体例が記載されている場合も含まれています。本書ではクレーム発明の権利関

係には関わりなく、明細書に記載されている最新技術としての磁気応用を取り

上げました。 
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◆ガイドマップの説明 

観点（アングル） 件数 定義 

磁気分離 58 件 磁性ビーズの表面にタンパク質分子や細胞を吸着さ

せた後、磁石により濃縮や分離を行う技術に関する

特許情報を取り上げました。 

磁気標識 18 件 生体サンプルの標識として使用される、核磁気共鳴

活性な常磁性金属イオンや磁性ナノ粒子などに関す

る特許情報を取り上げました。 

電磁波応用 13 件 高周波識別（RFID）チップ、電磁波を用いた分析装

置、診断装置、または治療装置に関する特許情報を

取り上げました。 

核磁気共鳴分光法 

（NMR） 

10 件 分子を構成する原子の核スピンによる核磁気共鳴ス

ペクトルから、分子の同定や分子の構造解析に利用

する技術に関する特許情報を取り上げました。 

核磁気共鳴画像法 

（MRI） 

5 件 原子核スピンによる核磁気共鳴法を用いた生体の断

層画像撮影装置に関する特許情報を取り上げまし

た。 

磁気センサ 2 件 磁界を検出するための素子に関する特許情報を取り

上げました。 

その他 14 件 粒子線治療装置の電磁石、磁性細菌、電磁場を利用

した治療器、磁気攪拌、光切断性リンカー、体内医

療器の固定用磁石に関する特許情報を取り上げまし

た。 
                                  （計 135件） 
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加温販売用容器詰炭酸入り飲料 

分類の特徴を示す代表的な特許図面を掲載しています 

特開2013-42757 
加温販売用容器詰炭酸入り飲料 

磁気分離 

核磁気共鳴画像法 
（MRI） 核磁気共鳴分光法 

（NMR） 

特開2014-212838 

電磁波応用 

磁気標識 
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アングルの定義 
磁性ビーズの表面にタンパク質分子や細胞を吸着させた後、磁石により濃縮や分離を行う技術に関する特
許情報を取り上げました。 

磁気分離 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-14112
（Ｐ２０１７－１４１１２Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)1月19日審査請求  未請求  請求項の数12  ＯＬ （全23頁）

(21)特願2015-128822

(22)平成27年(2015)6月26日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   C07K  16/18    (2006.01) 2G045             C07K   16/18       ZNA  
   C12N  15/09    (2006.01) 4B024             C12N   15/00           A
   C12Q   1/02    (2006.01) 4B063             C12Q    1/02            
   A61K  39/395   (2006.01) 4C085             A61K   39/395          D
   A61P  35/00    (2006.01) 4H045             A61K   39/395          V

【Ｆターム】2G045 AA24  BB25  CB01  
            4B024 AA01  AA11  BA53  CA04  
                  DA02  DA05  FA10  HA03  

(71)出願人  国立大学法人埼玉大学 埼玉県さいたま市桜区下大久保２５５
(71)出願人  株式会社ニコン 東京都港区港南二丁目１５番３号
(72)発明者  根本  直人（外2名）

(54)【発明の名称】抗サバイビン抗体又は抗体誘導体及びそれらの利用

［続きあり］

(57)【要約】      （修正有）

【課題】反応性の高い抗サバイビン抗体又は抗体誘導体

の提供。

【解決手段】特定のアミノ酸配列、又は特定のアミノ酸

配列において１若しくは数個のアミノ酸が欠失、置換若

しくは付加されたアミノ酸配列からなる第１領域と、特

定のアミノ酸配列において１若しくは数個のアミノ酸が

欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配列からなる第

２領域と、特定のアミノ酸配列において１若しくは数個

のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配

列からなる第３領域と、を有する可変領域を備える、抗

サバイビン抗体又は抗体誘導体。重鎖抗体の可変ドメイ

ンからなる抗体断片（ＶＨＨ抗体）である抗サバイビン

抗体又は抗体誘導体。

【選択図】なし

【発明を実施するための形態】

【００１０】

［抗サバイビン抗体又は抗体誘導体］

一実施態様において、本発明は、配列番号１から３のい

ずれかのアミノ酸配列、又は配列番号１から３のいずれ

かのアミノ酸配列において１若しくは数個のアミノ酸が

欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配列からなる第

１領域と、配列番号４若しくは５のアミノ酸配列、又は

配列番号４若しくは５のアミノ酸配列において１若しく

は数個のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミ

ノ酸配列からなる第２領域と、配列番号６若しくは７の

アミノ酸配列、又は配列番号６若しくは７のアミノ酸配

列において１若しくは数個のアミノ酸が欠失、置換若し

くは付加されたアミノ酸配列からなる第３領域と、を有

する可変領域を備える、抗サバイビン抗体又は抗体誘導

体を提供する。

【００１１】

また、本実施態様の抗サバイビン抗体又は抗体誘導体の

第１領域は、配列番号１から３のいずれかのアミノ酸配

列を有するか、又は配列番号１から３のいずれかのアミ
［続きあり］

【技術分野】

【０００１】

本発明は、抗サバイビン抗体又は抗体誘導体及びそれら

の利用に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

配列番号１から３のいずれかのアミノ酸配列、又は配列

番号１から３のいずれかのアミノ酸配列において１若し

くは数個のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたア

ミノ酸配列からなる第１領域と、

配列番号４若しくは５のアミノ酸配列、又は配列番号４

若しくは５のアミノ酸配列において１若しくは数個のア

ミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配列か

らなる第２領域と、

配列番号６若しくは７のアミノ酸配列、又は配列番号６

若しくは７のアミノ酸配列において１若しくは数個のア

ミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配列か

らなる第３領域と、

を有する可変領域を備える、抗サバイビン抗体又は抗体

誘導体。

【請求項２】

ＶＨＨ抗体である、請求項１に記載の抗サバイビン抗体

又は抗体誘導体。

【請求項３】

前記可変領域は、前記第１領域と前記第２領域との間に

フレームワークを備え、前記第２領域と前記第３領域と

の間に前記フレームワークとは別のフレームワークを備
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特開2017-14112(2)

える、請求項１又は２に記載の抗サバイビン抗体又は抗

体誘導体。

【請求項４】

前記可変領域は、第１フレームワーク、前記第１領域、

第２フレームワーク、前記第２領域、第３フレームワー

ク、前記第３領域及び第４フレームワークをこの順に有

し、

前記第１フレームワークが配列番号８のアミノ酸配列、

又は配列番号８のアミノ酸配列において１若しくは数個

のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配

列からなり、

前記第２フレームワークが配列番号９のアミノ酸配列、

又は配列番号９のアミノ酸配列において１若しくは数個

のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ酸配

列からなり、

前記第３フレームワークが配列番号１０のアミノ酸配列

、又は配列番号１０のアミノ酸配列において１若しくは

数個のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ

酸配列からなり、

前記第４フレームワークが配列番号１１のアミノ酸配列

、又は配列番号１１のアミノ酸配列において１若しくは

数個のアミノ酸が欠失、置換若しくは付加されたアミノ

酸配列からなる、

請求項１から３のいずれか一項に記載の抗サバイビン抗

体又は抗体誘導体。

【請求項５】

ヒト化された、請求項１から４のいずれか一項に記載の

抗サバイビン抗体又は抗体誘導体。

【請求項６】

請求項１から５のいずれか一項に記載の抗サバイビン抗

体又は抗体誘導体をコードする核酸。

【請求項７】

請求項１から５のいずれか一項に記載の抗サバイビン抗

体又は抗体誘導体を含む、検出キット。

【請求項８】

請求項１から５のいずれか一項に記載の抗サバイビン抗

体又は抗体誘導体と、生体試料とを接触させ、前記抗サ

バイビン抗体又は前記抗体誘導体と前記生体試料中のサ

バイビンとの結合体を形成させる工程と、

前記結合体中のサバイビンを検出する工程と、

を備える、前記生体試料中のサバイビンの検出方法。

【請求項９】

前記生体試料中のサバイビンの濃度を算出する工程を更

に備える、請求項８に記載の検出方法。

【請求項１０】

前記抗サバイビン抗体又は抗体誘導体が固相に固定され

ている、請求項８又は９に記載の検出方法。

【請求項１１】

患者由来の細胞を、請求項１から５のいずれか一項に記

載の抗サバイビン抗体又は抗体誘導体で免疫染色する工

程を備える、前記細胞中のサバイビンの検出方法。

【請求項１２】

請求項１から５のいずれか一項に記載の抗サバイビン抗

体又は抗体誘導体を有効成分として含有する、癌の治療

剤。
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アングルの定義 
生体サンプルの標識として使用される、核磁気共鳴活性な常磁性金属イオンや磁性ナノ粒子などに関する
特許情報を取り上げました。 

磁気標識 
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公開特許ＪＰ抄録
特開2017-122098
（Ｐ２０１７－１２２０９８Ａ）

(43)公開日  平成29年(2017)7月13日審査請求  有  請求項の数39  ＯＬ  外国語出願 （全35頁）

(21)特願2017-24871
(62)特願2014-97393の分割

原願  平成21年(2009)4月10日
(22)平成29年(2017)2月14日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   A61K  49/00    (2006.01) 2G043             A61K   49/00           A
   A61K  51/00    (2006.01) 4C085             A61K   49/02           B
   A61K  49/04    (2006.01) 4C096             A61K   49/02           C
   A61P   9/10    (2006.01) 4C601             A61K   49/00           C
   A61P  25/00    (2006.01)                   A61K   49/04           A

【Ｆターム】2G043 AA01  BA16  EA01  
            4C085 HH01  HH03  HH05  HH07  
                  HH11  KA10  KA27  KA28  

(71)出願人  アンスティチュ  ナショナル  ドゥ  ラ  * フランス国、エフ－７５０１３  パリ、リュ・ドゥ・ト*
(71)出願人  ユニヴェルシテ  パリ  １３ フランス、エフ－９３４３０  ヴィルタヌーズ、アヴェ*
(72)発明者  ミシェル，ジャン－バティスト（外5名）

(54)【発明の名称】変性病変の診断のためのリガンドとしてのフコイダン

［続きあり］

(57)【要約】      （修正有）

【課題】望ましくない及び／又は異常なセレクチン発現

を特徴とする臨床症状に対する診断剤。

【解決手段】超音波検査、シンチグラフィー及びＭＲＩ

などの画像技術を用いて、セレクチンを検出するための

フコイダンの使用。少なくとも一つの検出可能な部分と

会合する少なくとも一つのフコイダン部分を含むセレク

チン標的イメージング剤。血栓症、心筋虚血／再かん流

傷害、脳卒中及び虚血脳外傷、神経変性障害、腫瘍転移

及び腫瘍増殖並びに関節リウマチなどの臨床症状の診断

における、該剤を使用するための方法及びキット。

【選択図】なし

特定の好ましい実施態様の詳細な説明

上述したように、本発明は、セレクチンのイメージング

及びセレクチンが関与する病態生理学的状態の診断のた

めのフコイダンの使用に関する。特に、本発明は、画像

技術を用いて、in vitro、ex vivo並びにin vivoにおい

て、セレクチンの存在を特異的に検出するためのイメー

ジング剤、キット及び戦略を包含する。

【００４７】

Ｉ－セレクチン標的イメージング剤

一態様においては、本発明は、セレクチンに対して高い

親和性及び特異性を有する新しい種類のイメージング剤

に関する。さらに具体的には、少なくとも一つの検出可

能な部分と会合する少なくとも一つのフコイダン部分を

含むセレクチン標的イメージング剤が提供される。

【００４８】

フコイダン部分

フコイダン（フコサン又は硫酸化フカンとも呼ばれる）

は、抗凝固、抗血栓、抗ウイルス、抗腫瘍、免疫調節、

抗炎症及び抗酸化活性などの生物活性を有する広域スペ

クトラム硫酸化多糖である（B. Li et al., Molecules,
［続きあり］

【技術分野】

【０００１】

背景技術

心臓血管変性疾患だけでなく器官特異的変性疾患も含ま

れるヒト変性疾患の多くは、循環細胞／血管壁相互作用

に関係している。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

少なくとも一つの検出可能な部分と会合する少なくとも

一つのフコイダン部分を含むイメージング剤。

【請求項２】

イメージング剤がセレクチン標的である、請求項１に記

載のイメージング剤。

【請求項３】

少なくとも一つのフコイダン部分が、Ｐ－セレクチン、

Ｌ－セレクチン及びＥ－セレクチンからなる群から選択

される少なくとも一つのヒトセレクチンと、約０．１ｎ

Ｍ～約５００ｎＭ、好ましくは、約０．５ｎＭ～約１０

ｎＭ、さらに好ましくは、約１ｎＭ～約５ｎＭの解離定

数で結合する、請求項２に記載のセレクチン標的イメー

ジング剤。

【請求項４】

少なくとも一つの検出可能な部分が、検出可能な金属部

分と錯体形成する金属キレート部分を含む、請求項１～

３のいずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項５】

少なくとも一つの検出可能な部分が、プラナーシンチグ
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ラフィ（ＰＳ）又はシングルフォトンエミッションコン

ピュータトモグラフィ（ＳＰＥＣＴ）により検出可能で

ある、請求項１～４のいずれか一項に記載のイメージン

グ剤。

【請求項６】

少なくとも一つの検出可能な部分が、テクネチウム－９

９ｍ（
９ ９ ｍ

Ｔｃ）、ガリウム－６７（
６ ７

Ｇａ）、イ

ットリウム－９１（
９ １

Ｙ）、インジウム－１１１（
１

１ １
Ｉｎ）、レニウム－１８６（

１ ８ ６
Ｒｅ）及びタリ

ウム－２０１（
２ ０ １

Ｔｌ）からなる群から選択される

、請求項５に記載のイメージング剤。

【請求項７】

少なくとも一つの検出可能な部分が、テクネチウム－９

９ｍ（
９ ９ ｍ

Ｔｃ）である、請求項６に記載のイメージ

ング剤。

【請求項８】

少なくとも一つの検出可能な部分が、ポジトロンエミッ

ショントモグラフィ（ＰＥＴ）により検出可能である、

請求項１～４のいずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項９】

少なくとも一つの検出可能な部分が、炭素－１１（
１ １

Ｃ）、窒素－１３（
１ ３

Ｎ）、酸素－１５（
１ ５

Ｏ）及

びフッ素－１８（
１ ８

Ｆ）からなる群から選択される、

請求項８に記載のイメージング剤。

【請求項１０】

少なくとも一つの検出可能な部分が、造影超音波検査法

（ＣＥＵＳ）により検出可能である、請求項１～４のい

ずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項１１】

少なくとも一つの検出可能な部分が、音響的に活性なマ

イクロバブル又は音響的に活性なリポソームを含む、請

求項１０に記載のイメージング剤。

【請求項１２】

少なくとも一つの検出可能な部分が、磁気共鳴イメージ

ング（ＭＲＩ）により検出可能である、請求項１～４の

いずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項１３】

少なくとも一つの検出可能な部分が、ガドリニウムＩＩ

Ｉ（Ｇｄ
３ ＋

）、クロムＩＩＩ（Ｃｒ
３ ＋

）、ジスプロ

シウムＩＩＩ（Ｄｙ
３ ＋

）、ユウロピウム（Ｅｕ
３ ＋

）

、鉄ＩＩＩ（Ｆｅ
３ ＋

）、マンガンＩＩ（Ｍｎ
２ ＋

）及

びイッテルビウムＩＩＩ（Ｙｂ
３ ＋

）からなる群から選

択される、請求項１２に記載のイメージング剤。

【請求項１４】

少なくとも一つの検出可能な部分が、ガドリニウムＩＩ

Ｉ（Ｇｄ
３ ＋

）である、請求項１３に記載のイメージン

グ剤。

【請求項１５】

少なくとも一つの検出可能な部分が、極小超常磁性酸化

鉄粒子（ＵＳＰＩＯ）を含む、請求項１２に記載のイメ

ージング剤。

【請求項１６】

少なくとも一つの検出可能な部分が、蛍光分光法により

検出可能である、請求項１～４のいずれか一項に記載の

イメージング剤。

【請求項１７】

少なくとも一つの検出可能な部分が、ユウロピウム（Ｅ

ｕ
３ ＋

）、量子ドット、テキサスレッド、フルオレセイ

ンイソチオシアネート（ＦＩＴＣ）、フィコエリトリン

（ＰＥ）、ローダミン、カルボキシシアニン、Ｃｙ－３

、Ｃｙ－５、Ｃｙ５．５、Ｃｙ７、ＤＹ－６３０、ＤＹ

－６３５、ＤＹ－６８０、Ａｔｔｏ５６５染料、メロシ

アニン、スチリル染料、オキソノール染料、ＢＯＤＩＰ

Ｙ染料及びこれらの分子のアナログ、誘導体又は組み合

わせからなる群から選択される、請求項１６に記載のイ

メージング剤。

【請求項１８】

少なくとも一つの検出可能な部分が、コンピュータトモ

グラフィにより検出可能である、請求項１～３のいずれ

か一項に記載のイメージング剤。

【請求項１９】

少なくとも一つの検出可能な部分がヨウ素である、請求

項１８に記載のイメージング剤。

【請求項２０】

イメージング剤が、超音波検査、磁気共鳴イメージング

（ＭＲＩ）、ポジトロンエミッショントモグラフィ（Ｐ

ＥＴ）、シングルフォトンエミッションコンピュータト

モグラフィ（ＳＰＥＣＴ）、蛍光分光法、コンピュータ

トモグラフィ、Ｘ線ラジオグラフィー又はこれらの任意

の組み合わせにより検出可能である、請求項１～１９の

いずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項２１】

少なくとも一つのフコイダン部分が、約２０００～約８

０００Daの平均分子量を有する、請求項１～２０のいず

れか一項に記載のイメージング剤。

【請求項２２】

少なくとも一つのフコイダン部分が、約２０，０００～

約７０，０００Daの平均分子量を有する、請求項１～２

０のいずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項２３】

少なくとも一つのフコイダン部分が、約１００，０００

～約５００，０００Daの平均分子量を有する、請求項１

～２０のいずれか一項に記載のイメージング剤。

【請求項２４】

有効量の請求項１～２３のいずれか一項に記載の少なく

とも一つのセレクチン標的イメージング剤又は生理学的

に許容しうるその塩及び少なくとも一つの薬学的に許容

されうる担体を含む、医薬組成物。

【請求項２５】

セレクチンの検出及び／又はイメージングのための組成
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物の製造のための、請求項１～２３のいずれか一項に記

載のセレクチン標的イメージング剤の使用。

【請求項２６】

セレクチンが関与する臨床症状の診断のための組成物の

製造のための、請求項１～２３のいずれか一項に記載の

セレクチン標的イメージング剤の使用。

【請求項２７】

患者におけるセレクチンが関与する臨床症状を診断する

ための方法であって、

有効量の請求項１～２３のいずれか一項に記載のセレク

チン標的イメージング剤又は請求項２４に記載の医薬組

成物を患者に投与する工程、及び

画像技術を用いて、イメージング剤に結合する任意のセ

レクチンを検出する工程

を含む、方法。

【請求項２８】

セレクチンが関与する臨床症状が、血栓症、心筋虚血／

再かん流傷害、脳卒中及び虚血脳外傷、神経変性障害、

腫瘍転移及び腫瘍増殖並びに関節リウマチからなる群の

メンバーである、請求項２７に記載の方法又は請求項２

６に記載の使用。

【請求項２９】

生体系における異常セレクチンの存在を検出するための

方法であって、

生体系を、有効量の請求項１～２３のいずれか一項に記

載のセレクチン標的イメージング剤又は請求項２４に記

載の医薬組成物と接触させる工程、及び

画像技術を用いて、イメージング剤に結合する任意のセ

レクチンを検出する工程

を含む、方法。

【請求項３０】

生物試料が、細胞、体液及び生物組織からなる群から選

択される、請求項２９に記載の方法。

【請求項３１】

生物試料が、セレクチンが関与する臨床症状を有する疑

いがある患者に由来する、請求項２９に記載の方法であ

って、前記臨床症状を診断するために用いられる方法。

【請求項３２】

生物試料が、セレクチンが関与する臨床症状のための処

置を受けた患者に由来する、請求項２９に記載の方法で

あって、前記処置に対する患者の反応をモニタリングす

るために用いられる方法。

【請求項３３】

セレクチンが関与する臨床症状が、血栓症、心筋虚血／

再かん流傷害、脳卒中及び虚血脳外傷、神経変性障害、

腫瘍転移及び腫瘍増殖並びに関節リウマチからなる群の

メンバーである、請求項３１又は請求項３２に記載の方

法。

【請求項３４】

患者におけるセレクチンが関与する臨床症状の診断のた

めのキットであって、フコイダン部分、検出可能な部分

及び請求項１～２３のいずれか一項に記載のセレクチン

標的イメージング剤を調製するための説明書を含む、キ

ット。

【請求項３５】

セレクチン標的イメージング剤を用いて、臨床症状を診

断するための説明書をさらに含む、請求項３４に記載の

キット。

【請求項３６】

セレクチンが関与する臨床症状が、血栓症、心筋虚血／

再かん流傷害、脳卒中及び虚血脳外傷、神経変性障害、

腫瘍転移及び腫瘍増殖並びに関節リウマチからなる群の

メンバーである、請求項３４又は請求項３５に記載のキ

ット。

【請求項３７】

生体系における異常セレクチンの検出のためのキットで

あって、フコイダン部分、検出可能な部分及び請求項１

～２３のいずれか一項に記載のセレクチン標的イメージ

ング剤を調製するための説明書を含む、キット。

【請求項３８】

セレクチン標的イメージング剤を用いて、生体系におけ

る異常セレクチンを検出するための説明書をさらに含む

、請求項３７に記載のキット。

【請求項３９】

検出可能な部分が、テクネチウム－９９ｍ（
９ ９ ｍ

Ｔｃ

）、ガリウム－６７（
６ ７

Ｇａ）、イットリウム－９１

（
９ １

Ｙ）、インジウム－１１１（
１ １ １

Ｉｎ）、レニ

ウム－１８６（
１ ８ ６

Ｒｅ）及びタリウム－２０１（
２

０ １
Ｔｌ）からなる群から選択される寿命の短い放射性

核種である、請求項３４～３８のいずれか一項に記載の

キット。sa
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公報番号 出願人 発明の名称 出願日 アングル 

特 WO2015-105191 学校法人順天堂 リンパ節腫脹病変の評価方法 H270109 磁気分離 

特 WO2015-137406 学校法人順天堂,国立研究開
発法人理化学研究所 

肺扁平上皮癌と肺腺癌の鑑別
評価方法 

H270311 磁気分離 

特 WO2015-147284 セルスペクト株式会社 子宮内膜症性卵巣嚢胞が癌化
している可能性を判定するた
めのデータ取得方法、および
その診断装置 

H270327 電磁波応用 

特 WO2015-156268 中外製薬株式会社 免疫活性化抗原結合分子 H270407 磁気分離 

特 WO2015-166640 株式会社アネロファーマ・サ
イエンス 

異種ポリペプチド発現カセッ
ト 

H270417 磁気分離 

特 WO2015-194606 国立大学法人大阪大学 蛍光プローブ、一重項酸素検
出剤、又は一重項酸素検出方
法 

H270617 その他 

特 WO2016-013400 国立大学法人 長崎大学 肺癌診断用バイオマーカー H270708 磁気分離 

特 WO2016-027764 国立大学法人 岡山大学 免疫細胞の機能増強方法及び
免疫細胞の多機能性評価方法 

H270817 磁気分離 

特 WO2016-076345 中外製薬株式会社 改変された抗体可変領域を含
む抗原結合分子のライブラリ 

H271111 磁気分離 

特開 2014-167016 アンスティチュ ナショナル 
ドゥ ラ サンテ エ ドゥ 
ラ ルシェルシュ メディカ
ル 

変性病変の診断のためのリガ
ンドとしてのフコイダン 

H260509 磁気標識 

特開 2014-209485 ザクリトエ アクツィアニェ
ールナエ オーブシチェスト
ヴォ プロトム 

多方向荷電粒子線癌治療方法
及び装置 

H260526 その他 

特開 2015-136625 三菱電機株式会社 放射線療法治療のための放射
線量を最適化する方法および
放射線療法システム 

H261217 核磁気共鳴画像
法 

特開 2015-161670 株式会社東芝,東芝メディカ
ルシステムズ株式会社 

検体に含まれるエキソソーム
の特性を判定する方法、診断
方法および装置 

H260228 磁気分離 

特開 2015-179048 株式会社東芝 薄膜生体分子検出素子、生体
分子検出方法、及び生体分子
検出装置 

H260319 磁気標識 

特開 2015-184168 三菱化学株式会社,公益財団
法人がん研究会 

大腸癌マーカー及び大腸癌検
出方法 

H260325 磁気分離 

特開 2015-205824 アピ株式会社 新規ジテルペン及びその製造
方法、抗癌剤、プロポリス抽
出物、並びに新規ジテルペン
を用いたプロポリス抽出物の
評価方法 

H260417 核磁気共鳴分光
法 

特開 2016-010331 学校法人北里研究所 ヘリコバクター・スイス特異
的配列、及び当該配列及び当
該配列にコードされているタ
ンパク質を標的とした診断方
法 

H260627 磁気分離 

特開 2016-030217 グッドウィン，トーマス，ジ
ェイ．,シャッケルフォード，
リンダ シー． 

電磁刺激領域による骨と細胞
の遺伝的調節とその使用 

H270728 電磁波応用 

特開 2016-041060 ミルテニー バイオテック 
ゲゼルシャフト ミット ベ
シュレンクテル ハフツング 

ヒト細胞の単離のためのマウ
ス細胞のディプリーション 

H270813 磁気分離 

特開 2016-042083 東ソー株式会社 Ｎ型糖鎖が付加している膵臓
リボヌクレアーゼ１の測定方
法 

H270804 磁気分離 
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